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る教員はもとより、専門職者、模擬患者、実習協力
者、ティーチングアシスタント、大学職員等、IPE
に携わる全員がともに学び、学び合い、お互いを学
ぶことが望まれる。これにより、両学部学生から
「患者の視点に立った意見」が多く出るようになり、
より良いプロダクトが提出されることに期待する。
なお、2013年度実施のSGDについて、第33回日本
看護科学学会学術集会（2013.12.6；大阪）にて、実
施の一部を交流集会にて報告しました。
この実践報告を作成するにあたり、「２．実施に
あたり」および、「５.－１）薬学部の意見」は薬学
部の辻琢己先生、「３．相互評価から見たSGD」は
薬学部の安原智久先生、「５.－２）看護学部の意
見」は看護学部の阪上由美先生に執筆して頂きまし
た。
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